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1 （第1回）と（第2回） 45名 留学前
2（第2回）と（第3回） 45名 留学中
3（第3回）と（第4回） 43名 　　　　留学後（ただし3年次前期のみ）















クラス 1 2 3 4 5 6 全体




第2回テストリスニング 298284．3254．4213．3201．4 235 259
第2回テストリーディング 211．3152．9166．9146．7127．1117．5168．4
第2回テスト合計 509．3437．1421．3 360328．6352．54274
リスニングの上昇 55．362．943．1 33．322．1 32．545．2
リーディングの上昇 33．627．925．635．917．8 0 27．6


































































































































































































リスニングセクションの得点の平均 274．5 300．5 26
リーディングセクションの得点の平均 173．5 175．5 2












































リスニングセクション平均点 192．2 267．5 75．3
リーディングセクション平均点 121．4 162．5 41．1












































































































































での得点の平均 215．7 25L2293．8 324．5
リーディングセクション
での得点の平均 138．8 162．9 186 196．5
合計得点の平均 354．5 414．1 479．8 521
2年間での伸び
留学前の教育効果 N／A 35．5 42．6 30．7 108．8
留学中の教育効果 N／A 24．1 23．1 10．5 57．7














































セクション 177．6 249．7 72．1
2回受験者のリーディング
セクション 107．3 145 37．7
2回受験者の合計 284．3 394．7 109．8
4回受験者のリスニング
セクション 215．7 293．8 78．1
4回受験者のリーディング
セクション 138．8 186 47．2
4回受験者の合計 354．5 479．8 125．3
表7で示したとおりセクション毎の得点、合計得点、上昇点数のすべて
において4回受験者の平均値が2回受験者の平均値を上回った。このこと
は予想したとおりであったがその差があまり大きくなかったことはやや意
外であった。リスニングとリーディングの比率においても4回受験者が61：
39であったのに対し2回受験者も62：38で目立った差は見られないという
結果になった。
4．7．直前指導効果検証
BC学科1期生のHPUでの留学開始がビザ申請の手続き遅延のため
2週間ずれ込んだ結果本来12週間の授業を受けるはずが10週間になってし
まったため、留学終了後に現地への再渡航コースと国内補習コースを設置
した。後者のコースには本学英語科教員の指導する約10時問のTOEIC対
策集中講座が含まれた。TOEIC運営委員会が発行している公式問題集を
テキストとして利用し授業がおこなわれた。この講座に参加した学生は
HPUに留学した13名中の7名であった。
　第1回のIPテストと第3回のテストの合計得点を比較した場合、95名の
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BC学科の英語カリキュラム点検
得点の伸びは平均で116．4点であった。一方この講座を受講した7名の得
点は平均で195．7点の伸びが見られた。その差は79．3点であり直前指導の有
効性が示される結果となった。7月20号のAERA臨時増刊号によれば
NTTコミュニケーションズもTOEIC対策として試験前日に5時間の指導
をおこなっているようである（p．58）。もちろん、英語コミュニケーショ
ン能力を反映しない単なるスコアアップを目指すべきではないが、努力し
てよい点を取ったことが更なる学習へとつながるのであれば教員としてそ
の支援をすることに反対する必要はないと思う。
5．まとめ
　BC学科一期生たちが受験を課せられている最終回のTOEIC　IPテストま
での残り期間が約半年になったいま、これまでの指導方法や指導内容を振
り返り入学時に設定したそれぞれの学生のTOEICにおける目標得点の取
得にどのように支援ができるかを模索してこの調査をするにいたった。
　その結果わかったことは、BC学科の英語カリキュラムは留学先での教
育を含み英語コミュニケーション能力の向上にプラスになっていることで
ある。これは、その能力の測定試験であるTOEICでのスコアの変化を見
ることではっきりしてきた。しかし、リーディングセクションでの得点の
伸び悩みが明らかになったり、留学後の得点の伸びが急激に悪くなるなど
いくっかの問題点が発見された。こうした問題に気づかずに指導を継続し
ていくことは学生・教員双方にとって大きなマイナスになるわけで、それ
を防ぐ契機となるひとつの資料になればよいと思う。
　留学を核とした英語カリキュラムであるが上の宿命かもしれないが、留
学を終えた学生たちをもっと英語学習に駆り立てる環境を作っていかない
と2年次後期から3年次前期のあたりをピークとしてTOEICのスコアだ
けでなく英語でのコミュニケーションスキルも低下していくことが懸念さ
れる。
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緊急の課題としては、2003年9月に始まる秋学期の4ヶ月間でこの調査
の被験者となった一期生のTOEICの得点をそれぞれの目標値にどのよう
にして到達させるかである。本調査では、わずか7名に対してではあった
が直前指導がTOEICのスコアに与えるプラスの影響も確認できたためそ
うした指導を含んだr短期カリキュラム」を立案し、学生たちに更なる動
機付けをおこないつつ英語コミュニケーション能力の更なる向上を手伝っ
ていこうと思う。
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